
平成３０年度 

全国・岡山県学力学習状況調査の結果分析と対策 

 平成３０年４月１７日に、全学年対象に全国・岡山県学力学習状況調査が次の通りに実

施されました。本校ではその結果を全職員で分析し、今後の学習指導に生かすための研修

を夏季休業中に行いました。 

実施日 対象学年 実施教科 

４月１７日 第１学年 国語・数学（算数）・理科・社会 

４月１７日 第２学年 国語・数学・理科・社会・英語 

４月１７日 第３学年 国語 A・国語 B・数学A・数学 B・理科 

  ※第１・２学年における理科と社会については倉敷市の標準学力調査として実施 

１ 全国・岡山県学力調査の結果と分析 

 国語と数学の標準スコアによる経年推移 

 

    ※標準スコア＝標準偏差の数が母平均より上または下である度合いのこと 

この結果を元に次のように分析を行い、今後の対策について研修を行いました。 

学年 実施教科 結 果 分 析 今後の対策 

第１学年 

国 語 

 

 

 

数 学 

・漢字や語句は得意 

・作文や文を書くことには

苦手意識あり 

 

・全体的に正答率が高い 

・異分母の加法や線対称が

苦手 

・主語や述語を明らかにして文

章で書く練習（定期考査にも出

題） 

・制限のある文章を書く練習 

・根拠を述べて説明できる力の

育成 

・対話的な活動 

第２学年 

 

国 語 

 

 

数 学 

・基本的な読み書きはでき

る 

・資料を使っての読解力が

不足 

・短答問題の正答率は高い    

・長文読解が苦手 

・長文読解を週に一度 10 分程

度取り組む 

 

 

・家庭学習にかける時間の確保 

・単元ごとの時間配分を調整 

　１年 ２年 ３年
54 54 54
52 51 52 52 50
50 ○ 50 49 48 50 48
48 50 48 ● 48 48
46 46 48 47 46 47
44 44 44
42 42 42
40 40 40

H30 H29 H30 H29 H30
○国語 ●数学 ○　　国語 ●　　数学 ○　　国語 ●　　数学



第３学年 

国 語 

・記述式の解答に弱い 

・資料の活用が不十分 

・漢字の読み書きは得意 

・読解力の育成 

・文章による表現力の向上 

・資料から情報を読み取る練習 

数 学 ・分数、式変形、関数、他

の単元との繋がりが希薄な

問題に弱い 

・復習と繰り返し練習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ 生活状況調査アンケートの結果と分析 

 岡山県全体が抱えている大きな課題である「家庭学習時間」については本校でも課題が

大きく、特にこの問題についての分析を重点的に行った。 

【第１学年】１…4 時間以上、2…3 時間以上 4 時間未満、3…2 時間以上 3 時間未満、4…1 時間以上 2 時間未満 

 

【第２学年】1～4 の項目については【第１学年】と同じ 

 

【第３学年】 

 



《 考 察 》 

特に注目したい点は、学年を追うごとに家庭での平日１時間以上の学習時間が減少して

いる点です。また、第３学年においては、全国の平均と 10％以上の差があるだけではなく、

３学年の中でも１時間以上の家庭学習時間が最も少なくなっているのは本校にとっては最

重要課題と言えます。これに対する改善策として、①普段からしっかり声がけをすること

で常に意識をもたせる、②保護者にもこのことを知らせることで、学校と家庭の連携を図

り充実した家庭学習の時間を確保するように導く、③家庭学習に直結する課題の出し方に

ついて再度検討する、といった手立てを考えました。 

 小中連携の一つとして昨年度から実施している「家庭学習チャレンジ」については、定

期考査と関連性もあるため生徒や保護者の意識も高く、今後もこのような取り組みを通し

て家庭学習の充実をさらに図っていきたいと思っています。なお、本年度第１回目の「家

庭学習チャレンジ」についての結果は次の通りとなっています。 

     《実施期間：平成３０年６月２６日（火）～７月４日（水）》  

学 年 男女別平均学習時間 学年全体平均学習時間 

第１学年 
男 子   ３時間０５分 

３時間１７分 
女 子   ３時間３０分 

第２学年 
男 子   ２時間３９分 

２時間４０分 
女 子   ２時間４０分 

第３学年 
男 子   ２時間４３分 

３時間１８分 
女 子   ３時間４４分 

 なお、次回の「家庭学習チャレンジ」の実施は 11/2（月）～12/4（火）の９日間を 

予定しています。 

３ 今後の学習指導の重点 

  

       ・読解力の向上             

       ・文章による表現力の向上        

       ・繰り返し学習 

       ・宿題の出し方の工夫 

        

       ・家庭学習の時間の確保 

       ・スマホやネットの適正な利用時間（ルールの徹底） 

学校で         

家庭で   


